


コロナ、防災、子育て支援対策など

総額25億7,700万円
大型建設事業減少に伴い、前年比22.9％減額の一般会計予算

3月
定例会

当 初 予 算
全員協議会
質 疑

　3月定例会が3月4日（木）～3月16日（火）までの13日間で開催された。今議会で
は令和2年度補正予算と令和3年度当初予算の審議が行われた。新年度予算総額25億
7,700万円は前年比▲7億6,500万円（率にして▲22.9％）の大幅減になったが、その主
な要因は中央公民館アスベスト除去、小学校トイレ改修など、時限的な地方債や補助金
を活用した建設事業の減少によるもの。議会は16日最終日、村提出の全
議案を原案どおり可決して閉会した。

予算　　　　　15件 （令和2年度補正予算　令和3年度当初予算）
条例　　　　　　9件 （制定1件　改正8件）
その他の事件　　6件 （古見ふれあい親水公園指定管理他）
会議規則　　　　1件 （朝日村議会会議規則改正）

　

令
和
3
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
基
幹
収
入
で
あ
る
村

税
の
減
収
と
国
勢
調
査
人
口
減
少
に
よ
る
交
付
税
の
減
収
が
予
想
さ
れ
る
。
村
は
第

6
次
総
合
計
画
の『
福
祉
あ
ふ
れ
る
元
気
で
明
る
い
む
ら
づ
く
り
』を
目
指
す
2
年

目
。限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
早
く
平
常
が
戻
り
、村
民
の
日
常
生
活
を
実
現
す
る
た
め

「
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
関
連
対
策
」「
防
災
対
策
」「
イ
ン
フ
ラ
・
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
推
進
」「
移
住
定
住
・
子
育
て
対
策
」を
重
点
に
取
り
組
む
方
針
を
示
し
た
。

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
以
外
に
も
、
基
礎
控
除
額
の
変

更
で
住
民
税
は
下
が
る
と
思
う
が
。

答　

控
除
額
変
更
に
よ
る
影
響
は
な

い
と
見
込
ん
で
い
る
。

問　
「
ガ
ラ
ケ
ー
」
用
の
電
子
メ
ー
ル

の
配
信
を
考
え
て
も
ら
え
る
か
。

答　

メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
は
ガ
ラ

ケ
ー
で
も
対
応
。

要
望　

配
信
サ
ー
ビ
ス
で
の
情
報
発

信
も
住
民
サ
ー
ビ
ス
で
す
の
で
是
非
充

実
を
。

問　

情
報
は
各
地
区
に
提
供
し
て
も

ら
え
る
の
か
。

答　
対
象
者
へ
は
、
情
報
提
供
に
同
意

す
る
か
確
認
を
行
っ
て
い
る
。
平
時
は

同
意
の
あ
る
方
の
み
、も
し
も
の
時
は
、

同
意
が
な
い
方
も
関
係
機
関
に
情
報
提

供
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

問　
ど
う
い
う
目
的
で
、
ど
の
よ
う
に

進
め
る
の
か
。

答　
特
定
空
き
家
対
策
や
、家
主
不
明

の
空
き
家
対
策
等
の
実
施
に
は
、計
画

策
定
が
必
要
と
な
り
、そ
の
た
め
の
調
査

を
今
年
度
行
う
。調
査
を
進
め
る
中
で
、

空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
促
進
も
実
施
。

問　

村
内
に
あ
る
空
き
家
に
対
し
て

対
策
が
取
ら
れ
、
将
来
に
わ
た
り
空
き

家
が
放
置
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
な
く
な

る
方
向
か
。

答　

空
き
家
を
な
く
す
と
い
う
の
で

は
な
く
、
建
っ
て
い
る
と
危
険
で
あ
る

等
特
定
空
き
家
対
策
実
施
が
主
な
目
的

と
な
る
。

村
の
医
療
体
制
を
検
討

村
附
属
機
関
設
置
条
例
一
部
改
正
、及

び
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例一部

改
正
。

｢

村
医
療
体
制
検
討
委
員
会｣

を
設
置
す

る
関
係
条
例
の
整
備

介
護
保
険
料
改
定

村
介
護
保
険
条
例
一
部
改
正

施
設
等
へ
の
支
払
が
増
加
、制
度
を
維
持

し
て
い
く
た
め
令
和
３
年
度
か
ら
令
和

5
年
度
の
保
険
料
を
増
額
改
定

基
準
額（
月
額
）を
5
，5
0
0
円
か
ら

7
，0
0
0
円
に
。

妊
産
婦
、福
祉
医
療
対
象

村
福
祉
医
療
費
給
付
金
条
例
全
部
改
正

妊
娠
届
出
が
受
理
さ
れ
た
月
か
ら
出
産

し
た
翌
月
ま
で
の
期
間
を
対
象
。

そ
の
他
給
付
内
容

を
拡
充
す
る
た
め

条
例
を
整
備

行
政
情
報
メ
ー
ル
配
信・ア
プ
リ

連
携
シ
ス
テ
ム
運
用
業
務

事
業
費　
１
１
０
万
円

緊
急
浚
渫
推
進
事
業

内
山
沢
の
土
砂
除
去

事
業
費　
５
１
６
万
円

災
害
時
要
支
援
者
台
帳
シ
ス
テ

ム
運
用
事
業
費　
　
１
１
８
万
円

空
き
家
調
査
事
業
費３

１
０
万
円
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令和3年度
一般会計
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村
税
減
収

条
例
等　
＊
主
な
も
の
を
掲
載

令
和
３
年
度
当
初
予
算



村は、樫山スノーテック（株）か
ら買取り要求があった、スキー
スクールのユニフォーム40着
分と降雪機カバー20基分合
わせて2,571,200円を補正予
算に計上した。林邦宏議員から

「ユニフォームは村で用意するものか、中古品を新品価格で購入す
るのか、指定管理者が買ったことを証明できないカバーを買うのは
如何なものか」と、予算の修正案が提出された。しかし、議会は最終
日、修正案を反対多数（反対6賛成3）で否決し、村提出の補正予算
を原案通り可決した。今後、村は必要な購入手続きを行い、再請求
等が無いよう「確認書」を取り交わす予定。これで樫山スノーテック
(株)との指定管理解除協議は全て終了することになった。

選挙管理員会
任期満了に伴い、新たな委員
及び補充員が選出されました。

【任期】
令和3年3月27日から
令和7年3月26日まで

人事案件

問　

既
存
の
鳥
獣
柵
の
管
理
が
行
き

届
か
な
い
箇
所
の
管
理
費
用
は
、
予
算

に
含
ま
れ
る
の
か
。

答　

管
理
で
必
要
と
な
る
除
草
剤
等

助
成
も
考
え
て
い
る
。

要
望　
外
壁
塗
装
（
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
）

に
こ
だ
わ
ら
ず
、
施
設
維
持
の
た
め
の

対
策
を
。

要
望　

登
録
が
あ
っ
て
も
、
利
用
実

績
が
な
い
と
い
う
現
状
か
ら
、
事
業
の

利
活
用
に
つ
い
て
検
討
を
。

問　

他
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
で
計
画
し

て
い
る
と
こ
ろ
は
。

答　
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク

が
あ
り
、
計
画
に
よ
り
整
備
す
る
。

委　
　
員

矢野下　敬司
村澤　由人
三村　　清
久保沢　実

補 

充 

員

清水　直子
平林　史子
上條　秋子
藤森　　勝
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令
和
2
年
度
15
事
業

総
額
4
億
3
，9
0
0
万
円
繰
越
!!

3
年
度
予
算
規
模
は
実
質
30
億
超
え
に

前スキー場指定管理者
樫山スノーテックとの
指定管理解除協議終了へ!!

村
は
令
和
2
年
度
補
正
予
算
の
う
ち
、
繰

越
事
業
に
つ
い
て
議
会
に
説
明
し
た
。
そ
れ

に
よ
る
と
、
2
年
度
事
業
中
の
15
の
案
件
が

完
了
で
き
ず
、
3
年
度
の
事
業
へ
持
ち
越
し

と
な
っ
た
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
大
型
主
要
事

業
で
あ
る
中
央
公
民
館
講
堂
改
修
事
業
、
小

学
校
の
ト
イ
レ
改
修
事
業
、
テ
レ
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
構
築
事
業
、
移
動
系
防
災
行
政
無
線

設
備
更
新
事
業
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の

進
捗
度
が
10
%
に
満
た
な
い
も
の
、
事
業
終

了
予
定
が
9
月
に
な
る
も
の
な
ど
あ
り
、
議

員
か
ら
は
「
発
注
・
進
行
管
理
に
問
題
が
無

い
か
」「
民
間
な
ら
工
事
の
遅
れ
に
対
し
補
償

を
求
め
た
り
す
る
」
な
ど
厳
し
い
意
見
が
出

さ
れ
た
。
結
果
、
繰
越
事
業
費
を
含
め
た
新

年
度
予
算
は
実
質
30
億
1
，
6
0
0
万
円
と

な
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

予算規模の大きい繰越事業 単位：千円 進捗率
・中央公民館講堂改修事業 105,470 50％
・移動系防災行政無線設備更新事業 92,539 15％
・小学校トイレ改修事業 79,145 33％
・テレワークシステム構築事業 30,570 50％

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業

利
用
料
金
補
助

予
算
額　
６
万
円

劣
化
し
、
も
ろ
く
な
っ
た

小
学
校
プ
ー
ル
外
壁
改
修
工
事

修
繕
費
５
２
０
万
円

観
光
施
設
管
理
運
営
関
連

事
業
費　
９
３
２
万
円

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
照
明
取
替
事
業

事
業
費　
１
５
４
万
円

鳥
獣
被
害
防
止
対
策

事
業
費　
１
，
５
２
６
万
円

　1月20日、JA青年部朝日支部と
議会代表との意見交換会が行われ
ました。主な議題は公衆トイレの増
設、排水路の整備、援農支援、風食
防止対策などで、朝日村の農業や
農家が直面している課題や将来に
向けての対策など、有意義な情報
交換の場となりました。その後、議
会では総務産業委員会で検討、経
過を3月12日の議会全員協議会に
報告しました。　
　今後議会では行政の所管部署と
話し合いの場を持ち、課題や問題
を共有し、対応をしていくことを確
認しました。

総務産業委員長　高橋　良二

総務産業委員会

購入したスキースクールユニフォーム



朝
日
村

男
女
共
同
参
画
計
画
策
定
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9
年
ぶ
り
に
「
第
3
次
朝
日
村

男
女
共
同
参
画
計
画
」（
令
和
3

年
度
か
ら
7
年
度
の
5
年
間
の
計

画
）
が
完
成
し
ま
し
た
。

令
和
2
年
7
月
10
日
、
村
は
第

3
次
計
画
を
策
定
す
る
た
め
、
男

女
共
同
参
画
審
議
会
（
男
女
と
も

に
5
名
ず
つ
10
名
の
委
員
）
に
諮

問
し
ま
し
た
。
今
年
2
月
の
答
申

に
至
る
ま
で
、
村
民
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
始
め
5
回
の
審
議
と
4
回

の
庁
内
会
議
を
経
て
策
定
に
至
り

ま
し
た
。（
詳
細
は
村
ホ
ー
ム
ぺ
ー

ジ
に
会
議
録
公
開
）

計
画
の
目
指
す
姿
は
「
認
め
合

い
、
助
け
合
い
、
み
ん
な
が
輝
く

朝
日
村
」
で
す
。
男
女
と
い
う
性

別
だ
け
に
と
ら
わ
れ
る
の
で
な
く
、

個
人
の
違
い
を
認
め
合
い
、
互
い

に
助
け
合
い
な
が
ら
一
人
一
人
が

自
分
ら
し
く
活
躍
で
き
る
、
一
歩

進
ん
だ
男
女
共
同
参
画
の
村
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。
こ
の
た
め
今

年
は
基
盤
整
備
に
取
り
組
み
、
条

例
を
制
定
し
ま
す
。
全
戸
配
布

の
概
要
版
に
具
体
的
な
取
り
組
み

と
、
実
効
性
を
高
め
る
た
め
の
目

標
値
を
設
定
し
て
お
り
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。
ち
な
み
に
、
議

員
選
挙
の
女
性
候
補
者
の
割
合
は

35
％
と
し
ま
し
た
。

男
女
共
同
参
画
計
画
は
女
性
活

躍
推
進
計
画
と
D
V
対
策
基
本

計
画
も
合
わ
せ
て
位
置
づ
け
て
あ

り
ま
す
。

社
会
は
大
き
く
変
化
し
よ
う
と

し
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況

の
中
、
村
の
将
来
未
来
図
を
想
像

し
て
ど
の
よ
う
な
村
の
姿
が
暮
ら

し
や
す
い
の
か
、
そ
の
手
が
か
り

と
し
て
第
3
次
男
女
共
同
参
画
計

画
が
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と

に
期
待
し
ま
す
。

朝
日
村
男
女
共
同
参
画
審
議
会
会
長

塩
原
智
惠
美

2月定例会が15日、管理者である3市長11町村長と
議員24名が出席し開催され、新年度予算42億5,000
万円など7つの議案を採択しました。

組合は現在、コロナ感染症対策により業務負担、経費
負担が増大、施設入居者の面談もままならず入居者数
の減少、介護人材不足等により厳しい経営状況におか
れています。そのため、昨年をもって通所介護事業の休
止、人件費削減のため10施設の所長制をやめ、複数の
施設を担当するエリアマネージャー制を導入するなど、
経営改革に着手し、事業継続のため体制強化に努めて
います。　　　　　　　　　　　　　　　（中村文映）

2月16日（水）15時30分から松本市・山形村・朝日
村中学校議会2月定例会が松本市役所において開催
され、令和2年度一般会計補正予算と令和3年度一般
会計予算について審議しました。

補正予算の主な内容は歳入歳出からそれぞれ
461万円を減額するもので、主な内容は光熱費・使
用料・委託料の更生減によるものです。令和3年度予
算は令和2年度予算より2,191万円増額予算であり
ます。増額の主な内容は、GIGAスクール端末とICT
支援員配置業務委託および校用器具増設によるも
のであり、全会一致で承認されました。　（清沢正毅）

2月定例会は2月18日に開催された。
新年度のごみの処理量は97,389トンを見込み、予算

概要は27億2,562万円で執行する事が可決された。
令和9年度に供用開始が計画されている新ごみ処理

施設は現松本クリーンセンター敷地内に建設することが
決まり、地元町会との覚書締結も済ませ、今後の事業計
画に沿って、焼却灰・飛灰発生の少ない焼却炉の選定、
建設場所の決定、基本設計へと展開する。

	 （林　邦宏）

2月定例会は2月12日に開催された。令和3年度一
般会計予算総額47億1,041万円を議決した。このう
ち消防費が全体の92%を占める。H30年2月策定の

「第2次常備消防力整備に係る中、長期構想」に基づ
いて予算化。更新時期を迎えた消防車両や老朽化し
た消防署の改修・設備の更新である。今後は消防局本
部庁舎の通信指令システムの全面更新（R6）に向けて
準備を進める。今年の朝日村負担金は8,261万円。

（塩原智惠美）

松塩筑木曽老人施設組合報告中学校議会報告

松塩地区広域施設組合報告松本広域連合議会報告

広域連合議会・組合2月定例議会
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上條　昭三議員
1 コロナ感染防止対策の継続とワクチン接種について
2 洪水浸水想定ハザードマップの作成について
3 地域プロジェクトマネージャー採用について

北村　直樹議員
1 山形村との観光振興提携について
2 山林火災対策について

上條　俊策議員
1 旧役場庁舎解体について

高橋　良二議員
1 地区役員についての進捗状況は

清沢　正毅議員
1 協働のむらづくりについて

髙橋　廣美議員
1 人口増、村の活性化対策の為に新たな雇用環境

の構築の必要性について

林　　邦宏議員
1 樫山スノーテックとの対応について

中村　文映議員
1 砂塵・風食被害の実態と対策について
2 多様性が求められる社会に対応した情報発信につ

いて

齊藤　勝則議員
1 ワクチン接種対応について
2 デジタル化の問題点

上條昭三 議員

村政に問う！！一般
質 問 一般質問とは、議場において議員が日常活動と住民の声や疑問をもとに、村政全般に

わたり行政の姿勢を質すものです。

ここが聞きたい　9議員 14 項目

問　
感
染
の
第
3
波
は
よ
う
や
く
落
ち
着

き
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
3
月
、
10
都
府
県

に
発
令
中
の
緊
急
事
態
宣
言
は
解
除
さ
れ

ま
し
た
。
解
除
さ
れ
た
地
域
か
ら
の
人
の

動
き
が
活
発
に
な
れ
ば
、
再
び
感
染
が
拡

大
す
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
完
了
す
る
ま
で
は
、
今
ま
で

ど
お
り
の
朝
日
村
独
自
の
感
染
防
止
対
策

の
継
続
を
お
願
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
朝

日
村
で
の
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

住
民
福
祉
課
長　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ

ク
チ
ン
は
4
月
の
下
旬
に
1
箱
9
7
5
回

4
8
7
人
分
が
到
着
す
る
、
接
種
対
象
者

に
4
月
上
旬
に
ク
ー
ポ
ン
予
約
券
を
発
送

と
同
時
に
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
開
設
、　
必

ず
全
員
が
予
約
確
認
す
る
こ
と
。
順
番
は

施
設
入
居
者
及
び
職
員
、
次
に
90
歳
以
上

の
方
の
順
。

洪
水
浸
水
想
定
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成

に
つ
い
て

問　

朝
日
村
で
1
0
0
0
年
に
1
度
の

大
雨
を
想
定
し
て
の
洪
水
浸
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
作
成
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

ま
す
で
し
ょ
う
か
。

総
務
課
長　
県
は
1
0
0
0
年
に
1
度
レ

ベ
ル
の
洪
水
浸
水
想
定
区
域
図
を
作
成
し

て
長
野
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
る
。
今
後
そ
れ
を
整
備
し
て
村
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
洪
水
浸
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
掲
載
し
て
い
く
。
今
後
、
全
戸
配
布
の

防
災
マ
ッ
プ
へ
の
掲
載
も
検
討
す
る
。

問　
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に

は
特
産
品
を
生
か
し
た
商
品
開
発
な
ど
、

幅
広
い
分
野
で
活
躍
し
て
市
町
村
が
活
性

化
に
必
要
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
た
経
験
豊

か
な
人
材
を
登
用
す
る
こ
と
で
、
指
導
力

を
発
揮
し
て
も
ら
う
こ
と
が
狙
い
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
朝
日
村
で
も
こ
の
新

制
度
を
活
用
し
て
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ

ネ
ジ
ャ
ー
の
採
用
を
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

企
画
財
政
課
長　
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ

ネ
ジ
ャ
ー
は
国
の
支
援
額
が
高
額
と
な
る

た
め
、
経
験
豊
か
な
人
材
の
採
用
が
可
能

と
な
る
、
今
ま
で

に
は
無
か
っ
た
専

門
的
な
知
識
を
有

す
る
人
材
の
採
用

を
検
討
す
る
。

村
独
自
の
コ
ロ
ナ
対
策
の
継
続
は

村
長 

コ
ロ
ナ
が
終
息
す
る
ま
で
村
独
自
の
対
策
は
継
続
す
る

コロナ感染防止
対策継続
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問　
2
月
に
山
形
村
長
選
挙
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
現
職
の
本
庄
利
昭
村
長
が
当
選
。

本
庄
村
長
の
公
約
に
、
移
住
を
促
す
た
め

の
施
策
の
１
つ
と
し
て
「
山
形
村
の
魅
力

発
信
に
は
観
光
振
興
は
欠
か
せ
な
い
。
山

形
村
の
観
光
資
源
を
活
か
し
つ
つ
、
朝
日

村
と
の
新
た
な
観
光
提
携
も
検
討
を
深
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
謳
わ
れ
て
お
り

ま
し
た
。
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
が
進

む
地
方
行
政
に
お
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
の

観
光
の
在
り
方
や
地
域
経
済
の
活
性
化
は

単
村
レ
ベ
ル
で
行
う
の
で
は
な
く
、
隣
接

す
る
地
域
と
の
広
域
に
わ
た
る
施
策
が
求

め
ら
れ
る
時
代
に
突
入
し
て
い
る
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。
よ
っ
て
次
の
質
問
を
い
た

し
ま
す
。

①	

山
形
村
と
の
観
光
振
興
提
携
に
つ
い
て

当
局
の
見
解
は
？

②	

生
活
面
や
医
療
面
・
農
業
分
野
に
お
け

る
山
形
村
と
の
今
後
の
関
わ
り
方
に
つ
い

て
は
？

③	

隣
接
す
る
「
松
本
市
・
塩
尻
市
」
と
の

地
域
連
携
構
想
に
つ
い
て
は
？

村
長
・
産
業
振
興
課
長

①
山
形
村
と
の
観
光
提
携
・
推
進
に
つ
い

て
は
互
い
に
強
い
合
意
が
出
来
て
い
る
。

両
村
が
協
力
し
合
い
観
光
連
携
を
す
る
こ

と
で
新
た
な
人
の
流
れ
を
生
む
と
確
信
し

て
い
る
。

②
生
活
面
・
医
療
面
に
お
い
て
は
、
当
村

よ
り
広
域
バ
ス
を
運
行
し
、
山
形
村
へ
の

ア
ク
セ
ス
を
積
極
的
行
っ
て
い
く
。
農
業

分
野
に
お
い
て
は
、
農
業
従
事
者
の
高
齢

化
を
は
じ
め
、
新
規
就
農
者
の
確
保
、
風

食
防
止
対
策
等
々
、
両
村
関
連
課
題
が
あ

る
。
こ
れ
ら
の
共
通
課
題
も
今
後
は
山
形

村
と
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
。

③	

両
市
と
は
交
通
面
で
は
連
携
を
し
て
い

る
が
、
観
光
面
に
お
い
て
の
具
体
的
な
ビ

ジ
ョ
ン
は
現
時
点
で
は
な
い
。
し
か
し
、

両
市
の
観
光
客
が
少
し
で
も
朝
日
村
に
来

て
い
た
だ

け
る
よ
う

に
研
究
を

し
て
い
き

た
い
。

問　
旧
役
場
庁
舎
は
、
地
区
住
民
の
意
向

に
よ
り
、
解
体
し
て
公
園
に
し
て
欲
し
い

と
い
う
こ
と
に
な
り
、
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査

も
さ
れ
て
い
る
事
と
思
い
ま
す
が
、
来
年

度
予
算
書
に
反
映
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ

の
こ
と
に
関
し
て
質
問
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

①	　

来
年
度
解
体
等
の
予
定
で
あ
れ
ば
、

予
算
計
上
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ま

す
が
、
計
上
し
な
い
理
由
は
。

村
長　
平
成
3
年
か
ら
5
年
ま
で
、
解
体

費
用
も
有
利
な
起
債
が
可
能
に
な
り
そ
う

で
今
そ
の
内
容
検
討
を
し
て
い
る
。
結
果
を

み
て
速
や
か
に
対
処
し
て
い
き
た
い
。

企
画
財
政
課
長　
公
園
を
防
災
公
園
と
い

う
位
置
付
け
に
す
れ
ば
解
体
費
用
も
有
利

な
起
債
（
緊
急
防
災
減
災
事
業　

補
助
率

70
%
）
が
使
え
そ
う
な
の
で
、
県
と
か
関

係
機
関
と
打
ち
合
わ
せ
中
で
あ
り
ま
す
。

②	　
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
の
進
捗
状
況
は
。

企
画
財
政
課
長　
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
は
終

了
し
、
結
果
は
増
築
部
分
で
52
箇
所
点
検

中
6
箇
所
で
建
材
等
に
ア
ス
ベ
ス
ト
が
確

認
さ
れ
た
。（
処
理
費
用
見
積　
依
頼
中
）

③	　
解
体
等
の
予
定
時
期
・
工
事
期
間
は
。

企
画
財
政
課
長　
予
定
時
期
は
未
定
、
工

事
期
間
は
1
か
月
半
位
、
か
か
る
予
定
。

④	

公
園
化
す
る
内
容
は　
（
例
え
ば　
ト
イ

レ
・
あ
ず
ま
や
・
街
灯
等
）

企
画
財
政
課
長　
今
後
地
元
の
皆
さ
ん
と

相
談
し
て
決
め
て
い
き
た
い
。

⑤	　
公
園
の
維
持
・
管
理
体
制
は
。

企
画
財
政
課
長　
こ
れ
も
今
後
地
元
の
皆

さ
ん
と
相
談
し
て
決
め
て
い
き
た
い
。

要
望　
前
向
き
に
検
討
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
、
地
元
と
し
て
は
、
各
地
で
災
害
の

起
き
て
い
る
時
で
あ
り
、
現
在
緊
急
避
難

場
所
は
小
野
沢
公
民
館
1
箇
所
し
か
な
い

こ
と
か
ら
も
、
村
の
言
わ
れ
る
緊
急
避
難

指
定
場
所
と
し
て
1
日
も
早
い
完
成
を
お

願
い
し
ま
す
。

山
形
村
と
の
観
光
振
興
提
携
は

答 

両
村
互
い
に
観
光
連
携
を
進
め
て
い
く
こ
と
で
合
意

北村直樹 議員

旧
役
場
庁
舎
解
体
と
後
利
用
は

答 

有
利
な
起
債
決
定
に
よ
り
着
手
し
た
い

上條俊策 議員

山形村観光施設風景

旧役場庁舎
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問　
令
和
1
年
9
月
議
会
の
一
般
質
問
で

地
区
組
織
と
防
災
部
会
に
つ
い
て
質
問

し
、下
記
の
よ
う
に
答
弁
い
た
だ
い
た
が
、

そ
の
後
の
進
捗
状
況
を
お
聞
き
し
た
い
。

①	

現
在
の
世
帯
数
と
地
区
未
加
入
世
帯

数
は
、（
令
和
元
年
は
、
未
加
入
世
帯

２
０
９
世
帯
）

②	

地
区
未
加
入
世
帯
に
つ
い
て
は
、
災
害

時
に
ど
う
対
応
す
る
の
か
、
困
る
の
は
、

未
加
入
世
帯
の
方
と
思
う
が
、
ど
う
な
の

か
。
令
和
元
年
の
答
弁
で
は
、
ま
ず
は
、

近
隣
の
地
区
へ
加
入
し
て
い
た
だ
く
よ
う

村
の
ほ
う
で
、
推
進
し
て
い
く
と
言
っ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
進
捗
状
況
は
。

以
上
質
問
し
ま
す
。

村
長　

地
区
役
は
行
政
・
民
館
・
J
A

等
民
間
関
係
・
外
部
団
体
等
に
大
別
で
き

る
。
地
区
に
未
加
入
と
防
災
部
会
は
加
入

促
進
が
難
し
く
、
ま
ず
命
に
係
わ
る
防
災

部
会
加
入
を
促
進
で
き
る
よ
う
す
す
め
て

い
き
た
い
。

総
務
課
長　
地
区
未
加
入
世
帯
２
２
０
世

帯
で
、
未
加
入
世
帯
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
8
割
が
加
入
の
意
向
は
な
い
、
又
意
見

交
換
会
は
出
席
者
ゼ
ロ
で
あ
っ
た
。
地
区

長
に
地
区
加
入
内
容
の
調
査
を
行
い
、
行

政
区
画
審
議
会
に
て
協
議
し
た
。
全
村
民

が
加
入
す
る
よ
う
検
討
し
、
村
民
の
皆
様

と
一
丸
に
な
っ
て
地
区
・
防
災
部
会
加
入
を

促
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

要
望　
何
時
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害

時
に
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
為
に
も
、
1

日
も
早
く
加
入
促
進
を
図
っ
て
い
く
べ
き

と
思
う
。

問　
協
働
の
む
ら
づ
く
り
指
針
の
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果
は
ど
う
か
？

企
画
財
政
課
長　
コ
メ
ン
ト
は
1
件
も
な

い
。
で
も
事
前
に
地
区
役
員
・
各
団
体
長

等
29
名
位
の
意
見
は
伺
っ
て
い
る
。

問　
行
政
経
営
の
立
場
と
し
て
、
協
働
の

む
ら
づ
く
り
実
現
に
向
け
て
地
区
未
加
入

者
対
応
へ
ど
う
取
り
組
ん
で
行
く
の
か
？

村
長　
村
は
文
書
で
加
入
促
進
を
進
め
て

き
た
が
思
う
よ
う
な
状
況
で
は
な
い
。
住

民
協
働
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
の
重
要
課

題
で
あ
る
こ
と
は
十
分
に
認
識
し
て
い

る
。
今
後
い
く
つ
か
の
課
題
を
整
理
し
集

落
支
援
員
も
活
用
し
て
地
域
と
の
話
し
合

い
を
深
め
て
い
く
。
で
も
一
番
重
要
な
の

は
地
域
が
主
体
と
な
っ
て
勧
誘
す
べ
き
で

あ
る
と
も
考
え
る
。
難
し
い
課
題
で
は
あ

る
が
行
政
区
画
審
議
会
で
も
議
論
し
な
が

ら
少
し
で
も
前
に
進
め
ら
れ
る
様
取
り
組

む
。

問　
集
落
支
援
員
の
活
用
を
村
は
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
？

企
画
財
政
課
長　
今
ま
で
こ
の
制
度
を
活

用
し
て
来
な
か
っ
た
が
、
協
働
の
む
ら
づ

く
り
指
針
制
定
を
機
会
に
有
効
活
用
を
は

か
る
。
具
体
的
に
ま
だ
活
動
内
容
を
明
確

に
し
て
な
い
が
、
区
長
会
お
よ
び
関
係
機

関
と
十
分
に
調
整
の
上
早
め
の
運
用
に
取

組
む
。

要
望　
最
後
に
、
地
区
未
加
入
者
対
応
は

地
区
自
主
防
災
会
の
体
制
構
築
を
切
り
口

に
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
強
化
と
絆
づ
く

り
に
結
び
付
け
て
は
ど
う
か
？
そ
し
て
地

区
加
入
の
メ
リ
ッ
ト
・
協
働
の
メ
リ
ッ
ト

を
理
解
し
て
も
ら
う
努
力
を
す
べ
き
。
そ

れ
に
は
集
落
支
援
員
制
度
を
有
効
に
活
用

し
、
協
働
の
む
ら
づ
く
り
指
針
の
め
ざ
す

姿
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
た
い
。

防
災
上
地
区
加
入
促
進
を

答 

村
民
一
丸
に
な
っ
て
進
め
て
い
き
た
い

高橋良二 議員

協
働
の
む
ら
づ
く
り
に
向
け
、未
加
入

者
対
応
と
集
落
支
援
員
の
活
用
は
？

答 

未
加
入
者
対
応
は
最
重
要
課
題
。

集
落
支
援
員
を
活
用
し
て
実
現
に
向
け
て
取
り
組
む
。

清沢正毅 議員

行政区画審議会答申の様子

協働ハンドブック
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問　
人
口
減
少
や
高
齢
化
で
農
業
を
は
じ

め
各
種
事
業
所
で
の
担
い
手
不
足
を
ど
う

解
決
す
る
か
が
問
題
で
す
。
ア
グ
リ
チ
ャ

レ
ン
ジ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
援
農
」「
新

規
就
農
支
援
」
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
人

手
不
足
の
解
消
と
通
年
雇
用
に
よ
る
若
者

の
地
元
定
着
を
促
す
た
め
に
は
更
に
対
策

が
必
要
だ
。「
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同

組
合
」
と
い
う
制
度
を
考
え
た
ら
ど
う
か
。

　
村
外
か
ら
朝
日
村
へ
の
移
住
希
望
者
が

有
っ
て
も
、
雇
用
環
境
が
ネ
ッ
ク
に
な
り

ま
す
。

　
村
が
音
頭
を
と
り
、
雇
用
の
一
元
化
を

図
り
、
通
年
雇
用
を
視
野
に
入
れ
た
対
策

が
必
要
と
考
え
る
。　

産
業
振
興
課
長　
「
特
定
地
域
づ
く
り
事

業
協
同
組
合
」
は
人
口
減
少
の
著
し
い
地

域
が
対
象
で
朝
日
村
は
ま
だ
そ
の
域
に
達

し
て
い
な
い
。

村
長　
朝
日
村
へ
の
移
住
希
望
者
は
、
①

田
舎
の
原
風
景
の
中
で
農
業
を
生
業
と
し

た
い
②
安
い
土
地
に
マ
イ
ホ
ー
ム
を
建
て

た
い
③
定
年
を
迎
え
て
田
舎
暮
ら
し
を
し

た
い
、と
い
う
三
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
る
が
、

こ
の
中
で
行
政
が
フ
ォ
ロ
ー
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
は
農
業
者
の
支
援
で
す
。
し

か
し
な
が
ら
農
閑
期
の
収
入
確
保
を
支
援

す
る
こ
と
が
重
要
だ
。

問　
樫
山
ス
ノ
ー
テ
ッ
ク
は
昨
年
3
月
迄

は
村
の
観
光
施
設
4
箇
所
の
指
定
管
理
者

だ
っ
た
。
指
定
管
理
契
約
10
年
間
を
8
年

間
で
契
約
破
棄
し
3
月
末
に
撤
退
し
た
。

村
の
説
明
で
は
、
樫
山
と
の
協
議
は
令
和

2
年
2
月
か
ら
こ
れ
ま
で
延
べ
12
回
開
催

し
、
初
回
の
協
議
で
は
ス
キ
ー
ス
ク
ー
ル

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
他
、
総
額
1
2
0
0
万

円
の
支
払
要
請
、
そ
し
て
可
動
式
降
雪

機
・
圧
雪
車
の
払
下
げ
要
望
等
が
提
示

さ
れ
た
と
報
告
し
た
。
最
終
的
に
は
ス

ノ
ー
マ
シ
ン
の
ビ
ニ
ー
ル
カ
バ
ー
シ
ー
ト

20
基
分
60
万
円
、
ス
キ
ー
ス
ク
ー
ル
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
40
着
分
1
9
7
万
円
の
総
額

2
5
7
万
円
で
収
束
さ
せ
る
為
3
月
議

会
の
補
正
予
算
で
消
耗
品
費
と
し
て
計
上

す
る
か
ら
と
の
経
過
報
告
だ
っ
た
。
9
ヶ

月
に
及
ぶ
協
議
内
容
は
一
切
、
議
会
に
は

報
告
さ
れ
ず
、
こ
れ
ら
の
一
連
の
対
応
は

議
会
軽
視
し
た
行
動
で
、
百
戦
錬
磨
の
樫

山
と
対
処
す
る
に
は
、
行
政
と
議
会
が
一

丸
と
な
っ
て
対
応
す
る
の
が
妥
当
で
は
な

か
っ
た
か
、
非
常
に
残
念
で
あ
る
。
要
求

さ
れ
て
い
る
物
品
類
は
現
物
が
存
在
し
て

い
て
も
納
品
書
・
請
求
書
・
領
収
書
等
は

一
切
存
在
せ
ず
、
行
政
が
裏
付
け
資
料
を

松
本
市
内
の
業
者
か
ら
取
寄
せ
、
議
会
に

説
明
し
た
と
い
う
の
が
実
態
で
困
惑
し
て

い
る
。
撤
退
を
決
め
た
以
降
に
、
樫
山
の

総
支
配
人
は
独
断
で
、26
の
小
学
校
に
「
あ

さ
ひ
プ
ラ
イ
ム
ス
キ
ー
場
を
閉
鎖
す
る
」

と
通
達
し
こ
の
行
為
に
よ
っ
て
予
約
小
学

校
が
13
校
に
激
減
し
、
村
は
大
変
な
不
利

益
を
被
っ
た
。
余
り
に
も
グ
レ
ー
掛
か
っ

た
箇
所
が
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
苦
慮
致

し
て
い
る
。
ス
ノ
ー
マ
シ
ン
の
ビ
ニ
ー
ル

カ
バ
ー
シ
ー
ト
20
基
分
、
当
村
か
ら
の
製

作
依
頼
書
・
注
文
書
等
は
あ
る
の
か
。

産
業
振
興
課
長　

村
か
ら
の
製
作
依
頼

書
・
注
文
書
等
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　
ス
キ
ー
ス
ク
ー
ル
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
40

着
を
行
政
が
購
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

必
要
性
は
。

課
長
・
副
村
長　
ス
キ
ー
場
運
営
上
不
可

欠
な
も
の
で
あ
り
、
今
後
も
継
続
し
有
効

活
用
し
て
い
く
。

要
望　
樫
山
の
所
持
品
を
社
会
通
念
か
ら

逸
脱
し
た
価
格
で
購
入
す
る
の
で
は
な
く
、

現
指
定
管
理
者
の
タ
ジ
マ
に
仲
介
す
る
の

が
妥
当
で
は
な
い
か
。

人
口
増
・
活
性
化
対
策
に

新
た
な
雇
用
環
境
構
築
は

答 

農
業
者
支
援
が
雇
用
創
出
に
繋
が
る

髙橋廣美 議員

３
ケ
月
使
用
し
た
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を

新
品
価
格
で
購
入
す
る
の
は

答 

新
品
同
様
価
格
を
確
認
し
、評
価
し
、購
入
す
る

林　邦宏 議員
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問　
村
は
「
風
食
被
害
」
の
原
因
を
ど
う
捉
え
て

い
る
か
。

村
長　
気
候
変
動
と
農
業
の
近
代
化
が
も
た
ら
し

た
結
果
と
捉
え
て
い
る
。
降
雪
が
少
な
く
根
雪
が

無
く
な
っ
た
り
、
圃
場
整
備
に
よ
り
一
枚
の
畑
が
大

き
く
な
り
、
畔
が
な
く
風
の
遮
り
が
無
く
な
っ
た
。

ま
た
、
大
型
機
械
に
よ
り
土
が
細
か
く
な
り
、
風

に
舞
い
や
す
く
な
っ
た
。
作
物
も
葉
洋
菜
一
辺
倒
に

な
り
麦
の
作
付
け
等
が
無
く
な
っ
た
。

問　
取
り
組
み
の
現
状
は

産
業
振
興
課
長　
平
成
元
年
か
ら
取
り
組
み
平
成

11
年
に
は
風
食
防
止
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
麦
の

作
付
け
の
促
進
、
ロ
ー
タ
リ
ー
掛
の
お
願
い
、
農

家
の
意
識
向
上
の
啓
発
活
動
を
行
っ
て
き
た
。
し

か
し
、
春
野
菜
へ
の
影
響
、
高
齢
化
に
よ
り
作
業

負
担
増
、
管
理
す
る
圃
場
が
増
加
な
ど
の
理
由
に

よ
り
、
対
策
が
進
ん
で
い
な
い
現
状
で
あ
る
。

問　
村
の
取
り
組
み
は
充
分
だ
っ
た
か
。

村
長　
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
や
っ
て
き
た
が
、結
果
、

今
に
繋
が
っ
て
い
る
。
も
う
す
ぐ
協
議
会
が
開
か

れ
る
、
更
に
補
助
金
を
出
す
な
ど
等
、
引
き
続
き

重
要
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

産
業
振
興
課
長　
職
員
の
意
識
と
し
て
重
要
課
題

と
捉
え
切
れ
て
い
な
い
面
も
あ
っ
た
。
今
後
重
要
課

題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問　
山
形
村
と
の
連
携
は
如
何
に

村
長　
観
光
振
興
と
と
も
に
、
農
業
分
野
で
も
今

後
の
意
見
交
換
、
連
携
を
し
て
取
り
組
み
た
い
。

問　
風
食
防
止
対
策
係
を
置
く
考
え
は
な
い
か
。

村
長　
現
状
で
は
難
し
い
。

産
業
振
興
課
長　
南
西
部
風
食
防
止
協
議
会
に
は

専
門
的
な
職
員
が
い
る
の
で
、
連
携
し
て
進
め
て

い
き
た
い
。

２
月
か
ら
回
覧
板
を
何
故
休
止
し
た
か
？

企
画
財
政
課
長　
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、

高
齢
者
が
い
る
世
帯
か
ら
回
覧
板
中
止
の
要
望
も

あ
り
、
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
休
止
し
た
。

問　
村
民
の
情
報
源
と
し
て
回
覧
板
が
一
番
の
状

況
だ
が
？

企
画
財
政
課
長　
回
覧
板
が
情
報
源
と
し
て
一
番

な
の
は
理
解
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
間
重
要
な

も
の
は
全
戸
配
布
、
告
知
放
送
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
見
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

問　
４
月
か
ら
の
発
行
予
定
は
。

企
画
財
政
課
長　
今
後
開
か
れ
る
、
課
長
会
議
で

意
見
を
聞
い
て
検
討
す
る
。

要
望　
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
が
無
い
方
も
い
ま
す
。

生
活
ス
タ
イ
ル
も
様
々
で
す
。
情
報
難
民
が
出
な

い
よ
う
、
取
り
残
さ
れ
る
村
民
が
出
な
い
よ
う
対

策
を
求
め
た
い
。

問　

住
民
票
が
朝
日
で
他
地
域
に
い
る

人
、
首
都
圏
に
い
る
学
生
や
一
般
の
人
へ

の
対
応
は
。ま
た
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
を
し
っ

か
り
と
す
る
こ
と
が
大
事
で
は
。
ワ
ク
チ

ン
接
種
後
の
対
応
は
い
か
が
か
。

住
民
福
祉
課
長　
所
在
地
で
接
種
し
て
い

た
だ
き
当
村
へ
連
絡
を
取
っ
て
も
ら
う
。

ま
た
接
種
会
場
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
行
い
、
8
人
対
応
で
や
る
。

ア
レ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
は
15
分
の
事
後
観

察
を
す
る
。

デ
ジ
タ
ル
化
の
問
題
点

問　
デ
ジ
タ
ル
化
は
弱
者
を
つ
く
ら
ず
高

齢
者
、
障
が
い
者
、
デ
ジ
タ
ル
環
境
に
な

い
多
く
の
人
達
に
や
さ
し
く
進
め
て
欲
し

い
。
な
ぜ
な
ら
主
人
公
は
国
民
、
県
民
、

村
民
だ
か
ら
。
ぺ
ー
パ
ー
レ
ス
で
財
政
運

営
は
ど
う
な
る
の
か
。

総
務
課
長　

弱
者
は
作
ら
な
い
。
ぺ
ー

パ
ー
レ
ス
に
よ
る
財
政
の
負
担
は
あ
ま
り

な
い
。

問　
わ
か
ら
な
い
村
民
も
ま
だ
だ
い
ぶ
い

る
と
思
う
。
わ
か
り
や
す
い
教
室
を
開
い

て
も
ら
い
た
い
が
。

村
長
、
総
務
課
長　
村
民
へ
の
周
知
に
つ

い
て
は
、
し
っ
か
り
や
っ
て
い
き
た
い
。

メ
ー
ル
、
ラ
イ
ン
ほ
か
従
来
の
よ
う
に
回

覧
版
で
も
や
る
つ
も
り
。
財
政
面
で
は
い

ま
の
デ
ジ
タ
ル
予
算
は
、
8
2
0
0
万
円

だ
が
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
よ
り
1
4
3
万

円
の
効
果
が
あ
る
。
ま
た
効
率
化
ば
か
り

で
な
く
村
民
の
利
便
性
も
考
え
て
や
っ
て

い
き
た
い
。

「
風
食
被
害
」の
取
り
組
み
と

今
後
の
対
策
は
い
か
に
！

答 

重
要
課
題
と
捉
え
、
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く

中村文映 議員

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
は

答 

４
月
中
旬
に
役
場
庁
舎
に
開
設
し
た
い

齊藤勝則 議員

後期高齢者・目下パソコンに挑戦中です



住み良い朝日村はあなたが創る

2年後はあなたも『村会議員』に立候補！！
　村議会選挙が行われて2年が経ち、丁度折り
返しの年となりました。村議会選挙は前回、前々
回と無投票での当選となりました。全国的にも
議員のなり手不足が問題となっています。今回
は公職選挙法改定や会議規則の改定をお知らせ

して、議会を知っていただくことで、次回選挙に
沢山の皆さんが立候補していただくきっかけに
なればと考えています。今後も紙面の許す範囲で

「議会とは」を発信していきたいと思います。

村民が議会活動に気軽に参加していただく機
会を設け、村民からの要望や提言を議会に届けて
いただいたり、議会がより民主的に運営されるよ
う助言をいただく「モニターさん」を募集します。

村民の方であれば年齢は問いません。残
念ながら報酬は有りません。ご都合のつく時
に議会・委員会の傍聴、モニター会議や議員
との意見交換会に出席していただいたり、また

「議会だより」を読んで意見や提案を寄せてい
ただきたいと思います。是非ご参加ください！

お問い合わせ・申し込み
TEL.0263-99-2001（議会事務局）

E メール：gikai@vill.asahi.nagano.jp
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地
方
公
共
団
体
（
こ
こ
で
は

村
）
で
は
、
首
長
（
村
長
）
と
議

会
議
員
を
住
民
が
直
接
選
挙
で
選

ぶ
制
度
を
と
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

を
二
元
代
表
制
と
言
い
ま
す
。
議

会
は
、
と
も
に
住
民
の
代
表
で
あ

る
首
長
と
対
等
の
機
関
と
し
て
、

相
互
の
抑
制
と
均
衡
、
緊
張
関
係

を
保
ち
な
が
ら
地
方
自
治
体
の
運

営
の
基
本
的
事
項
を
決
定（
議
決
）

し
、
そ
の
執
行
を
監
視
し
ま
す
。

ま
た
、
積
極
的
な
政
策
提
言
を
行

い
ま
す
。

よ
く
議
会
と
行
政
は
「
車
の

両
輪
」
に
た
と
え
ら
れ
ま
す
が
、

二
元
代
表
制
の
議
会
の
役
割
か
ら

考
え
る
と
、
最
初
か
ら
同
じ
方
向

に
同
じ
速
度
で
進
む
車
輪
で
は
、

議
会
の
役
割
を
果
た
せ
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
車
に
例
え
る
な
ら
ば

議
会
は
ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
で

す
。
村
民
か
ら
選
ば
れ
た
議
員
一

人
一
人
が
、
村
民
福
祉
の
向
上

や
、
住
み
や
す
い
村
づ
く
り
の
施

策
で
あ
る
と
思
え
ば
ア
ク
セ
ル
を

踏
ん
で
応
援
し
、
こ
の
施
策
は
？

と
疑
問
に
思
え
ば
ブ
レ
ー
キ
を
踏

む
。
そ
れ
が
、
議
会
及
び
議
員
の

役
割
で
す
。
だ
か
ら
難
し
い
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
村
民
の
皆
さ
ん

自
身
の
日
頃
の
考
え
に
照
ら
し
て

ジ
ャ
ッ
チ
す
れ
ば
い
い
ん
で
す
。

3
月
定
例
会
最
終
日
に

議
員
発
議
で
「
朝
日
村
議
会

会
議
規
則
」
の
一
部
が
改
正

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
改
正

は
、
議
員
活
動
と
家
庭
生
活

と
の
両
立
支
援
策
を
は
じ

め
、
男
女
の
議
員
が
活
動
し

や
す
い
環
境
整
備
の
一
環
で

す
。
出
産
、
育
児
、
看
護
、

介
護
な
ど
議
員
と
し
て
活
動

す
る
に
あ
た
っ
て
、
議
会
へ

の
欠
席
事
由
を
明
確
に
表
現

す
る
と
と
も
に
、
出
産
に
つ

い
て
は
母
性
保
護
の
観
点
か

ら
産
前
産
後
の
欠
席
期
間
を

産
前
6
週
間
、
産
後
8
週
間

と
明
記
し
ま
し
た
。

議
員
の
な
り
手
不
足
対
策
と

し
て
選
挙
候
補
者
の
ポ
ス
タ
ー
作

製
や
街
宣
車
に
か
か
る
経
費
、
ま

た
、
従
来
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
ビ

ラ
配
布
も
1
6
0
0
枚
ま
で
公

費
で
負
担
す
る
改
正
公
選
法
が
昨

年
6
月
に
国
会
で
成
立
し
ま
し

た
。
資
金
面
で
の
個
人
負
担
を
軽

減
し
、
立
候
補
し
や
す
い
環
境
を

整
え
る
の
が
狙
い
で
す
。し
か
し
、

一
方
で
は
町
村
議
員
立
候
補
に
は

不
要
だ
っ
た
供
託
金
15
万
円
の
納

付
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。（
供

託
金
没
収
点
は
、
有
効
投
票
を
議

員
定
数
で
割
っ
た
数
の
10
分
の

1
）
は
た
し
て
立
候
補
の
ハ
ー
ド

ル
は
下
が
っ
た
の
か
?
「
な
り

手
不
足
」
は
選
挙
費
用
だ
け
の
理

由
で
は
な
く
、
あ
ら
た
め
て
村
民

に
も
っ
と
議
会
を
身
近
に
感
じ
て

頂
く
こ
と
が
肝
要
か
と
思
う
、
今

回
の
公
選
法
改
正
で
す
。

そ
も
そ
も『
議
会
・
議
員
』の
役
割
っ
て
何
？

多
様
化
す
る
立
候
補
者
を
見
据
え
て

村
議
会
会
議
規
則
を
改
定

議会活動に参加してみませんか！
―議会モニター募集―

な
り
手
不
足
解
消
な
る
の
か
疑
問
？

町
村
議
会
議
員
選
挙
運
動
費
公
費
負
担
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1
月
26
日
、
県
議
会
議
員
研
修
実
行
委
員
会
主
催
の
も
と
、

リ
モ
ー
ト
で
県
議
会
代
表
の
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
の
の
ち
講
演

と
し
て
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
（
株
）
公
共
事
業
推
進
室
長
、
伊
藤

寿
氏
に
よ
る
D
X
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
イ
シ
ョ

ン
）
が
も
た
ら
す
社
会
生
活
の
変
革
に
つ
い
て
語
ら
れ
ま
し

た
。
内
容
は
ソ
サ
イ
ア
テ
イ
5
・
0
の
実
現
に
よ
る
ス
マ
ー

ト
シ
テ
イ
づ
く
り
と
か
、
5
G
に
お
け
る
企
業
と
自
治
体
の

協
創
と
か
全
国
各

地
の
実
証
実
験
例

と
か
、
デ
ジ
タ
ル

庁
と
の
検
討
、
各

自
治
体
D
X
に

向
け
た
行
政
改

革
、
農
業
、
防
災

へ
の
展
開
な
ど
、

こ
れ
か
ら
の
時
代

に
即
し
て
D
X

が
語
ら
れ
、
有
意

義
な
研
修
会
で
し

た
。（

齊
藤
勝
則
）

3
月
16
日
、
3
月
定
例
議
会

閉
会
後
、
行
政
視
察
と
し
て
朝
日

村
中
央
公
民
会
講
堂
及
び
小
学
校

の
ト
イ
レ
改
修
工
事
の
進
捗
状
況

を
確
認
し
て
参
り
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
中
央
公
民
館
講
堂
は
長
年
に

わ
た
り
ア
ス
ベ
ス
ト
の
問
題
を
抱

え
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
改

修
工
事
で
ア
ス
ベ
ス
ト
の
除
去
を

行
う
と
同
時
に
、
地
震
や
台
風
等

と
い
っ
た
災
害
時
の
避
難
所
と
な

る
た
め
耐
震
補
強
が
し
っ
か
り
と

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

ま
た
、
床
に
は
し
っ
か
り
と

し
た
基
礎
を
入
れ
、
床
の
強
化
を

は
か
り
窓
ガ
ラ
ス
に
は
ペ
ア
ガ
ラ

ス
を
採
用
。
こ
れ
に
よ
り
熱
効
率

を
良
く
し
、
冷
暖
房
の
効
果
が
向

上
。
電
気
代
等
の
経
費
削
減
に
つ

な
が
る
造
り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

大
規
模
改
修
と
な
り
ま
し
た
が
、

そ
れ
に
見
合
う
造
り
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
完
成
は
令
和
3
年
5
月

31
日
を
予
定
。
小
学
校
の
ト
イ
レ

改
修
は
全
12
ヶ
所
を
予
定
し
て
お

り
、
内
、
既
に
改
修
が
済
ん
で
い

る
3
ヶ
所
を
確
認
し
て
参
り
ま
し

た
。
和
式
ト
イ
レ
か
ら
洋
式
ト
イ

レ
へ
。
人
感
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
へ

と
現
代
風
に
工
事
が
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
児
童
・
先
生
・
保
護
者
の

方
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
造
り

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
残
り
9
ヶ

所
の
工
事
も
随
時
実
施
。
工
事
終

了
は
令
和
3
年
6
月
30
日
と
予
定

さ
れ
て
お
り
ま
す
。（

北
村
直
樹
）

地
域
を
目
で
見
て

聞
い
て
参
加
し
て

議
員
は
、
議
員
活
動
日
誌
の
と
お
り
沢
山
の
諸
会
議
・
行
事
・

研
修
及
び
視
察
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

主
だ
っ
た
活
動
に
つ
い
て
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

地
方
自
治
政
策
課
題
研
修
会
報
告

公
民
館
及
び
小
学
校
ト
イ
レ
改
修
工
事
視
察

議会活動日誌
1 月

13 水 議会全員協議会・議会運営委員会
20 水 JA青年部朝日支部懇談会
22 金 議会全員協議会
26 火 長野県地方自治政策課題研修会 11P 

議会デジタル化検討委員会
31 日 議会だより発行日

2 月
4 木 松塩筑木曽老人福祉施設組合議会議運
5 金 松塩地区広域施設組合議会議会運営委員会
10 水 第1回臨時会・議会全員協議会
12 金 松本広域連合2月定例会
15 月 松塩筑木曽老人福祉施設組合議会2月定例会・

全協
16 火 鉢盛中議会定例会
17 水 健康村推進協議会
18 木 松塩地区広域施設組合2月定例会
19 金 男女共同参画審議会
22 月 議会運営委員会

3 月
4 木 議会定例会本会議・議会全員協議会
5 金 議会定例会全員協議会
9 火 議会常任委員会・議会運営委員会
12 金 議会定例会本会議一般質問・議会全員協議会
15 月 朝日村社会福祉協議会評議員会
16 火 議会定例会本会議・全員協議会

行政視察（公民館・小学校） 11P 
会議システム説明会

19 金 村地域公共交通協議会
23 火 松塩地区広域施設組合第2回環境保全協議会
24 水 村防災会議・行政区画審議会

東筑摩郡村議会議長会総会
25 木 議会全員協議会

森林林業経営管理制度検討会
26金 土地開発公社理事会

議員
活動報告

リモートで開催された議員研修会

耐震工事の説明を聞く議員



村内の施設やイベントに
議員が訪問して、

その取り組みや要望を聞く
地域密着のコーナー

朝日村議会へご意見をお寄せください
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新
緑
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
が
、
心

な
ら
ず
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
病
の
為
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
に
心
よ

り
弔
慰
を
表
し
、
病
気
と
闘
っ
て
苦
し

い
思
い
を
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
々
が
一

刻
も
早
く
快
復
な
さ
れ
る
よ
う
心
か
ら

願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

こ
の
た
び
村
議
会
議
員
よ
り
選
挙
管

理
委
員
に
選
任
し
た
い
と
の
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。私
で
よ
い
の
か
迷
い
ま
し
た
。

後
日
、
3
月
議
会
に
お
い
て
選
挙
さ
れ

選
挙
管
理
委
員
4
名
、
補
充
員
4
名
が

決
定
し
ま
し
た
。
任
期
4
年
の
新
た
な

委
員
会
が
3
月
27
日
発
足
し
、
委
員
長

に
就
任
し
ま
し
た
。
重
責
を
担
う
覚
悟

は
で
き
ま
し
た
が
、
選
挙
の
管
理
、
執

行
を
行
う
に
は
村
民
の
皆
々
様
方
の
多

面
に
わ
た
る
ご
協
力
が
必
要
で
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

「
投
票
」
は
政
治
に
参
加
す
る
一
人
一

人
の
大
切
な
権
利
で
す
。

村
民
、
議
会
、
皆
様
の
声
を
多
く
寄

せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
他
市
町
村

の
情
報
を
多
く
収
集
し
て
、
如
何
に
し

て
投
票
し
て
い
た
だ
け
る
の
か
、
委
員

会
一
同
頑
張
っ
て
探
っ
て
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

選
挙
の
執
行
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、

感
染
症
対
策
に
よ
り
皆
様
が
安
心
し
て

投
票
で
き
ま
す
よ
う
尽
力
し
て
参
り
ま

す
。時

節
柄
皆
様
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

全国町村議長会表彰を受けて
3月16日、15年以上村議を務めたと

し、全国町村議長会より表彰をいただき
ました。この間、村民の皆様、歴代村長、
行政の皆さん、議員の皆さんに大変お世
話になりました。思い起こせば、1期目の
自立の選択や新庁舎の提案など、今こうし
て新庁舎で、村政に携われること、とても
感慨深いものがあります。今後も全力で村
政の発展のため、頑張りたいと思います。

齊藤勝則

桜
が
咲
き
始
め
た
4
月
1
日
、
朝
日
商
工

会
を
訪
問
し
ま
し
た
。
植
村
会
長
、
宮
川
指

導
員
に
ご
対
応
し
て
い
た
だ
き
、
商
工
会
の

現
状
と
今
後
の
展
望
等
お
聞
き
し
ま
し
た
。

ま
ず
初
め
に
お
聞
き
し
た
の
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
の
村
内
事
業
者
さ
んへの
影
響
。「
商

工
会
管
内
企
業
で
は
、
倒
産
・
廃
業
も
な
く

苦
し
い
な
が
ら
も
経
営
を
維
持
し
て
い
る
。商

工
会
と
し
て
各
種
給
付
金
の
申
請
指
導
、
村

への
助
成
陳
情
、
対
策
資
金
の
斡
旋
な
ど
を

緊
急
に
行
っ
た
」。
ま
た
、
商
工
会
で
は
会
員

以
外
の
個
人
事
業
者
や
農
家
さ
ん
の
、
給
付

金
申
請
の
お
手
伝
い
も
行
って
い
る
と
の
こ
と

で
し
た
。
そ
う
し
た
活
動
の
成
果
か
昨
年
は

新
規
会
員
が
14
名
増
え
明
る
い
兆
し
も
あ
る

と
の
こ
と
。

今
年
度
の
取
り
組
み
は「
コ
ロ
ナ
対
応
は

も
ち
ろ
ん
、
村
と
協
力
し
て
後
継
者
不
足
・

事
業
継
承
を
空
き
家
対
策
と
絡
め
て
研
究
し

て
い
き
た
い
。ま
た
、
今
年
は
商
工
会
が
音
頭

を
取
っ
て
コ
ロ
ナ
で
中
止
に
な
っ
て
い
る
『
大

博
覧
会
』
を
開
催
し「
自
然
を
豊
か
な
朝
日

村
」の
情
報
発
信
を
し
た
い
」と
の
こ
と
で
し
た
。

今
後
に
向
け
明
る
い
展
望
が
聞
け
た
取
材
と

な
り
ま
し
た
。	

（
髙
橋
　
廣
美
）

新
型
コ
ロ
ナ
発
生
か
ら
一
年
が
過

ぎ
た
が
未
だ
収
束
が
見
え
な
い
。ワ
ク

チ
ン
は
ま
だ
か
？
こ
れ
も
も
う
し
ば

ら
く
か
か
り
そ
う
だ
。さ
て
コ
ロ
ナ
後

の
社
会
は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
。東

京
一
極
集
中
か
ら
地
方
へ
、は
た
ま
た

働
き
方
改
革
と
か
…
。今
私
た
ち
が

い
る
朝
日
村
を
遠
く
か
ら
見
て
み
ま

せ
ん
か
。里
山
に
花
が
咲
き
緑
が
濃
く

な
っ
て
き
ま
す
。農
地
に
は
レ
タ
ス
な

ど
野
菜
が
植
え
ら
れ
、な
ん
と
も
い
え

な
い
田
舎
の
風
景
で
す
。

そ
ん
な
中
に
楽
し
い
仕
事
が
あ
り

そ
う
で
す
。	

（
高
橋
廣
美
）

発
行
責
任
者

　
議
　
長	

塩
原
智
惠
美

編
集
委
員

　
委
員
長	

中
村
文
映

　
副
委
員
長	

髙
橋
廣
美

　
委
　
員	

林
　
邦
宏
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第8弾 「朝日村商工会｣
コ
ロ
ナ
禍
で
も
大
奮
闘

投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
‼

笑顔の素敵な植村会長、宮川指導員

朝
日
村
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長
　
村
澤
　
由
人
さ
ん

▲
こ
ち
ら
か
ら

朝
日
村
議
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

※アプリを立ち上げてスマートフォンを画像にかざすとコマ
映像が再生されます。

※「COCOAR」はスターティアラボ㈱が運営するアプリ
です。

※アプリはご利用の機種・環境により動作しない場合が
あります。

※通信費はお客様のご負担となります。
※この動画は次号の発行（2ヶ月間）までご覧いただけます。

▶動画の再生にはスマートフォン用、
　無料AR（拡張現実）アプリ
　「COCOAR」を
　インストールしてください。

議会だよりをアプリで
お楽しみください


